
早期水稲における紋枯病の薬剤防除

[要約］呈期水稲の蚊枯病に対しては、多発生の場合でも出穂期にモンセレン粉剤一

DL及びパリダシン粉剤DLを散布する
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と効果が高い｡モンカ
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［背景・ねらい］

本県における水稲の早期栽培では、最高分げつ期から穂ばらみ期が梅雨時期の高温多湿

期にあたる。さらに、出穂期以降も収穫期まで高温が続くため紋枯病が多発し、被害も大

きくなりやすい。そこで、早期水稲における紋枯病の薬剤防除適期を明らかにするととも

に、本病に効果的な防除薬剤を選定する。

［成果の内容・特徴］

①早期水稲における紋枯病の防除適期は、出穂１週間前から出穂１週間後にあたる時期で

ある（表１）。

②多発生の場合でも、出穂期にモンセレン粉剤DLまたはバリダシン粉剤DLをｌＯａ当たり４

kg散布すると、高い治癒効果がある（表２）。

③モンカット粉剤DL、モンガード粉剤DL及びパシタック粉剤DLなどの粉剤はｌＯａ当たり４

kg散布すると、本病の進展を阻止する効果がある（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①病害虫防除基準に登載し、早期水稲の紋枯病の適期防除に活用する。

②モンカット粉剤DL、モンガード粉剤DL及びバシタック粉剤DLは本病の進展を阻止する効

果が主となるので、出穂期よりも早めに予防的に散布する。
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[具体的データ］

表１モンガード水和剤の散布時期別防除効果（平成２年）
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注）①同一英小文字はダンカンの検定（５％水準）で有意差が

ないことを示す。

②調査は出穂28日後に行った。

表２紋枯病に対する各種薬剤の防除効果（平成４年）
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